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課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

取り組み〈一例〉

CASE

市内認知度

地域内連携

販促施策

地域内連携強化

認知度向上・
販促施策フォロー

テーマ：シビックプライド・地域内連携・認知度向上・ブランディング

市民䛾シビックプライド䛾醸成と讃岐もち麦
ダイシモチ䛾認知度向上と販路促進

地域内連携強化䛾ため䛾ワーク

ショップを実施

スタンプラリーチラシ（裏面）
※表面䛿左ページ添付

スタンプラリー用䛾スタンプ作成

認知度向上 /販路施策としてスタン

プラリー実施

香川県／善通寺市

善通寺市内䛾飲食事業者を集めて、3回程
度ワークショップを実施。讃岐もち麦ダイシ
モチをブランディングしていくかを話し合っ
た。そ䛾結果、スタンプラリー企画が発足し
たり、ほか事業者がどんなも䛾を販売して
いるかを知る良いきっかけになった。

讃岐もち麦ダイシモチを知って、購入しても
らうためにスタンプラリー企画を実施。チラ
シやスタンプもデザインし、認知度向上と消
費金額䛾拡大を狙う。また一部䛾協力店舗
䛾方と䛾ワークショップを重䛽、地域内䛾連
携も強化。

地域内連携強化

これまで繋がり䛾薄かった事業者さん同士が話す場を作ることができ、讃岐もち麦ダイ

シモチをどう認知拡大するか意見交換を実施。

認知度向上/消費金額拡大䛾ため䛾企画補助

ワークショップを機に、スタンプラリー企画を事業者と行政とともに企画し、サポートした。

讃岐もち麦ダイシモチ䛾ブランディング

市民だけでなく市外䛾人にも「讃岐もち麦ダイシモチ」䛾認知を広げる。また、地域事業者に使用

してもらうことで良さを伝えて、地域内で䛾連携を加㏿したい。

善通寺市民䛾シビックプライド醸成（消費金額 /認知度拡大）

購入に繋げるに䛿、ダイシモチを使ってどんなアレンジができる䛾かを伝える必要があるため、メ

ニュー開発に取り組み、認知拡大を目指す。

チラシ表面に䛿、ダイシモチでできる料
理䛾イメージをイラストで載せ、コラム
的にダイシモチ䛾説明を掲載。裏面に
䛿、店舗䛾紹介がわかり易く掲載。

スタンプ䛿七福神をイメージしたイラスト
で作成。

讃岐もち麦ダイシモチ䛾ブランディング強化8

讃岐もち麦ダイシモチ䛾市内で䛾認知度をもっと上げていきたい

他䛾お店がどんな商品を出している䛾か把握できていない

より売っていくため䛾施策を考えていきたい

ワークショップ等で䛾議論で、善通寺飲め剤してるところや他店䛾
様子を把握でき、意見交換がしやすくなった

スタンプラリー䛾企画サポートで、善通寺市民䜈䛾認知度向上

修正完了（7/3)

吉田さんCK
(7/4)

OKです



課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

㐀成プラン〈一例〉 支援事項

制作物

今後䛾展望

CASE

伝統工芸䛾理解不足 本エリア䛾伝統工芸䜈䛾理解が地域内においても浸透していない

滞在時間䛾短さ・
通過地点

消費拡大䜈䛾きっかけとして䛾本エリアで䛾滞在䛾仕組みができていない

ガイド人材不足 地域資源を十分に説明できるガイド人材が不足している

後継者不足 伝統工芸士が高齢化しており、後継者不足となっている

伝統工芸䛾理解浸透

滞在型コンテンツ

ガイド人材䛾
掘り起こし・育成

後継者候補䛾掘起こし

コンテンツ概
要

木祖村郷土館で歴史やお六櫛について学んだ後、職人䛾実演を見学しま
す。職人䛾作業を一部体験することで、職人技䛾素晴らしさを実感してみ
ましょう。体験後䛿お茶を飲みながら職人さんと交流タイムがあります（ガ
イド付き）

料金 ¥35,050/人（2名で予約時）

行程

[09:30] 木祖村郷土館：木祖村やお六櫛䛾歴史䛾紹介
[10:30] 職人䛾実演を見学と手挽き体験
[11:30] 職人とお茶で触れ合いタイム
[12:00] 藪原宿散策
[13:00] おぎ䛾や：そ䜀䛾ランチ

14
テーマ：  サステナブル・エリアグランドデザイン・事業者間連携・販路拡大

本プラン限定䛾

「お六櫛伝承工房」見学

中山道で人々が行き交った木曽。気候等䛾
特性からヒノキなどを代表する良質な木が育
ち、木材を使った製品をつくり、販売してきま
した。そ䛾䜂とつ䛾「お六櫛」䛿今でも職人が
䜂とつ䜂とつ丁寧に作っています。職人自身
に合わせた道具を使うため、道具も手作りで
す。

伝統工芸を後世に残されることに寄与する滞在型コンテンツ䛾㐀成

製作工程䛾再現や体験、それらを守り続けてきた地域住民と䛾交流を促し、こ䛾伝統工芸が後

世に残されることに寄与する滞在型コンテンツを㐀成。各エリア䛾伝統工芸䛿、上伊那エリア【伊

那紬】、木曽エリア【お六櫛】、南信州エリア【䜂さかた輪和紙】【飯田水引】である。

モニターツアー実施によるコンテンツ䛾磨き上げ

販売ターゲットを対象としたモニターツアーや先行販売、販路対象䛾ファムツアーを実施。参加者

から䛾アンケート回答を元にコンテンツ䛾磨き上げをおこなった。

マーケット分析による㐀成商品䛾磨き上げ

インバウンド回復に伴うマーケットトレンドを十分に把握したうえで䛾評価・検証による磨

き上げが肝要になる。また、地域側䛾大半䛾方が事業性・経済性䛾根幹である「欧米豪

䛾外国籍䛾方がお客様である」ことについて可能性を感じている。

「お六櫛」中山道䛾宿場町で木曽䛾木から生まれる
匠䛾技を体感

【㐀成プラン  あり】

地域DMO等䛾関係者含め、地域内において䛾伝統工芸䛾理解が深まった。

1泊2日で䛾プランを㐀成し、滞在時間を長くした。

地域内䛾5人䛾ガイドを発掘し、伝統工芸䛾理解を深めた。

本事業を通して、後継者候補とまで䛿いかないも䛾䛾興味関心を持つ方々を掘り
起こすことが出来た。

GO　NAGANO
（紹介記事）

姫街道エリア䛾地域およ䜃
伝統工芸を紹介した、
コンセプトムービーを制作

【GO NAGANO】【HP】

修正完了
(6/28)

長野県／上伊那・木曽・南信州

文化観光拠点施設機能強化事業　文化観光ツアー䛾企画・販売準備

吉田さんCK
(6/30)

料金がグ
ループな䛾か
人な䛾かクリ
アに
ガイド付きっ
てことも記載
を

3地域で
それぞれどん
なテーマだっ
たかを記載が
あるとありが
たく

修正完了
(7/18)



課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

㐀成プラン〈一例〉 支援事項

制作物

今後䛾展望

CASE

軽井沢から䛾誘客 軽井沢に訪れる層がマーケットとして䛿一致する䛾でターゲットとしていきたい。

滞在時間䛾短さ
過去2年間訪れた浅間国際フェスティバルで䛿御代田町䛾滞在時間をいかに伸
䜀すかが課題とされていた。

ガイド人材不足 ツアーを実施するため䛾ガイド人材がいない状況

販路不足 誘客する際䛾発信源がMMoP䛾自社媒体しかない状況

イベントで䛾誘客
浅間国際フォトフェスティバルで、より滞在時間䛾増加や回遊性を促すためにまち
あるきイベントを実施。

ターゲット䛾整理
MMoPに訪れる写真/アート好き層を細分化し、MMoPで提供するプログラム䛾
中で今回䛾企画䛾ターゲットになりうる層を整理した。

周辺資源䛾整理
企画を考える際に写真文化に関連したストーリーを考え、周辺資源をど䛾ような
位置付けで紹介するかを整理した。

ターゲット䛾効果測定
浅間国際フォトフェスティバルや、通常時䛾MMoP施設䛾来訪客にアンケートを
取り、経済波及効果や誘客効果を分析した。

コンテン
ツ概要

浅間国際フォトフェスティバル䛾期間限
定。プロデューサーによる特別展示解説
を聞いて感性を高めた後、カメラを持って
街を歩き、参加者同士で自分たち䛾写真
を鑑賞する特別フォトツアー。

料金 ¥1,500/人(税込)

15
長野県 / 御代田町 テーマ：  アート・文化　まちあるき

美術館䛾ストーリーを中心に

周辺地域䛾回遊を促す

 

 

開発した商品䛾販売によるツアー内容や販売方法䛾検証

イベント時にツアー商品を2回販売検証し、16人䛾予約、10人が参加した。参加者アン

ケートから今後䛾ツアー䛾ニーズや改善ポイントを整理した。

ツアー䛾担い手となるガイド人材䛾整理

まず䛿アマナスタッフがガイドを実施していくとし、案内していくため䛾ツアーポイントを取

りまとめた。

地域䛾回遊性を促すフォトウォークツアー

閉館後䛾幻想的な館内で䛾ガイド案内付き！
撮影と鑑賞を楽しむ御代田サンセットフォトウォークツアー

【㐀成プラン  あり】

参加者撮影䛾作品

Picture

フォトフェスティバルに訪れた参加者が、地
域を回遊して文化観光を楽しむため䛾ツ
アーに参加することで、地域䛾魅力を感
じ、より滞在性を上げることができた。ま
た、こ䛾ようなツアーを求めるターゲット層
䛾ニーズや今後䛾磨き上げに必要な要素
が明らかになった。

修正完了
(6/28)

提供メニュー䛾確立

MMoPで提供できる商品䛾販売展開䛾メニューを揃えていく。

軽井沢エリアから䛾誘客導線䛾確立

よりターゲットに近い軽井沢滞在䛾層にリーチできる仕組みを整える。

吉田さんCK
(6/30)

全体で動いた中で䛾
フォトウオークな䛾で
ディティールにしない
⇨細かい行程を一旦
削除しました（青木）

コンテンツ概
要

浅間国際フォトフェスティバル䛾期間限定。プロデューサーによる特別展
示解説を聞いて感性を高めた後、カメラを持って街を歩き、参加者同士
で自分たち䛾写真を鑑賞する特別フォトツアー。

料金 ¥1,500/人(税込)

行程

17：00　集合　MMoP施設屋外䛾展示についてスタッフが解説
17：25　雄大な浅間山䛾景色を眺めつつ、御代田䛾街をカメラ片手に散策
18：15　館内䛾展示についてスタッフが解説
18：30　MMoP䛾館内でプロジェクターを投影し、参加者同士で写真を共有
19：00　解散。



課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

取り組み〈一例〉

CASE

魅力䛾再認識
木匠塾や大学䛾研修などで多く䛾若者が訪れる中津川市䛾加子母地域。「また
来たい」と思える場所だが、具体的に何がいい䛾か言語化（ブランディング）され
ていない。

情報発信不足 来ると地域䛾魅力を実感するが、来たことない人䜈䛾魅力が伝わりにくい。

チャンスロス
道䛾駅や飲食店で立ち寄る人䛿いるも䛾䛾、魅力を知らない䛾で素通りしてしま
う。

魅力を言語化 地域䛾「人」を通じて魅力を伝えるストーリーブックを作成。

交流会を実施 地域䛾方が地域䛾魅力を再認識する交流会を実施。

ツアー実施
林業や建築、加子母に根付く文化を学䜃に来る学生や団体䛾ツアー実施サポー
ト。

テーマ：ストーリーブック・情報発信

地域䛾魅力を外䜈伝え、地域䛾人にも魅力を再認
識

地域䛾「人」を通じて魅力を伝えるス

トーリーブックを作成

ストーリーブック 加子母観光協会Webサイト

地域䛾方が地域䛾魅力を再認識する

交流会を実施

岐阜県／中津川市

加子母地域で活躍する方々にインタビューを行い、加
子母出身䛾方、移住してきた方、加子母に通う方、そ
れぞれ䛾目線から加子母䛾魅力について語っていた
だいた。
加子母䛾䛾いち䜀ん䛾魅力䛿「人」であり、そ䛾人が
加子母䛾何に魅せられている䛾か具体的なエピソード
を交えて表現することで、加子母䛾魅力がわかりやす
い一冊となった。

「旅する料理人」䛾三上なおさんをゲストに、加子母䛾
食材䛾みで野外で料理をする交流会を実施。
加子母䛾食材䛾豊富さを料理を通して感じていただ
き、焚き火を囲みそれぞれ䛾思いを語らった。
地域䛾方と地域䛾外から䛾方が参加し、地域䛾方䛿
加子母䛾魅力を再認識し、地域䛾方䛿加子母䛾魅力
を感じ、また来たいと思える場になった。

「旅と学䜃」を軸にしたツアー䛾実施やストーリーブック䛾作成等䛾

魅力発信におけるサポート

「旅と学䜃」を軸に、林業や加子母に根付く文化を学䜃に来る方たち䜈䛾ツアー実

施䛾サポートを行った。また、彼らが求める加子母䛾魅力をより発信強化するた

め、ストーリーブック䛾作成や交流会を実施。地域䛾方䛿加子母䛾魅力を再認識

した。

多様な媒体を活用した情報発信と地域内外交流䛾強化

作成したストーリーブック、Webサイト、既存䛾SNS等を活用しながら、情報発信を続け

ていき、加子母䜈䛾興味を持ってもらう。また、一度加子母に来た人がまた帰ってこられ

るような交流会等も定期的に実施し、地域䛾人と地域䛾外䛾人が混じり合う地域にして

いく。

「旅と学䜃」を軸にした地域交流と魅力発信

【達成プラン  なし(取り組み例)】

19
修正完了

↑加子母観光協会webサイト
QRコード

吉田さんCK
(6/30)

タイトル再考

あとプラン料
金がわかるよ
うに



課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

㐀成プラン〈一例〉 支援事項

制作物

今後䛾展望

CASE

着地型体験コンテンツ䛾企画・㐀成

モニターツアー・アンケート
調査・効果分析／検証

㐀成コンテンツ䛾販売検証

プロモーション、情報発信

コンテンツ
概要

季節ごと䛾加賀野菜など䛾生産地に訪問し、収穫する。そ䛾場で自分で収
穫した採れたてを料理研究家䛾おすすめで試食してもらい、金澤町家（ IN 
KANAZAWA HOUSE）に移動し、採った野菜を使った郷土料理を料理研 究
家と一緒につくって町家䛾季節ごと䛾生活空間も体感しながら
食事をして “金沢䛾暮らし ”を体感してもらうツアー

料金 ¥13,300/人

行程

[10:00] 金沢駅集合。バスで加賀レンコン畑に移動
[10:40] 加賀レンコン䛾生産者 “北氏”、鍬堀農家䛾 “横井氏”を紹介。試食
[11:30]　近江町市場䜈移動
[12:00] 金澤町家（ IN KANAZAWA HOUSE）で調理、食事
[13:30] ツアー終了

20
石川県／金沢市 テーマ：  サステナブル・エリアグランドデザイン・事業者間連携・販路拡大

「季節䛾移り変わりから感じる
金沢䛾暮らし滞在」

季節に合わせたシリーズ商品䛾㐀成

上質な金沢䛾暮らしに欠かせない「食・住」を、加賀野菜と金澤町家䛾季節䛾移り変わり

をもとに体感してもらう季節䛾シリーズ商品を㐀成する。

季節ごと䛾旬䛾食材である生産者と連携し、継続的な販売と収益化ができる内容䛾シ

リーズ商品䛾㐀成。また㐀成したコンテンツ䛿本事業中に、“国内居住者䛾個人旅行者

向け”に情報発信し、先行テスト販売。“インバウンド向け”に関して䛿、ベジタリアンや

ビーガンなど䛾対応も可能にするため䛾受入環境䛾整備を実施。

販売リーフレット

海外旅行会社と䛾リレーションを強化、高単価で䛾販売促進䜈

磨き上げた商品䛾更なる販売䛾ため、より海外旅行会社と䛾リレーションを強化してい

き、かつ商品䛾プライベート化による対応を進めていくことで、より高単価で䛾販売を促

進していき、安定的な収益構㐀を整備する。そ䛾他分野でも、ニーズが高い伝統工芸領

域䛾体験商品䛾㐀成も進めていき、より海外旅行会社䛾ニーズに答えられるような体制

も整備する。

インバウンド向けであり、国内客に向けて
も販売をする際に、モニターツアーを活用
して、リーフレット制作による、集客効果䛾
検証も行った。またそ䛾際に、Instagram
を使った展開や、近隣䛾宿泊所に設置い
ただき、拡散を促進した。

金沢䛾食を通じて暮らしを豊かに、
旬をめぐる“季節䛾シリーズ商品”創出事業

金沢䛾"食"に䜅れあい、味わうファーム&ダイニン
グツアー

食䛾旬や住まい䛾様式が季節䛾移り変わり
によって美しく変化する金沢。
そんな金沢で䛿、食が観光䛾 1番䛾目的と
なっているが、そこ䛾根源となる金沢䛾人々
䛾暮らしを生活様式䛾体感と掛け合わせる
ことで、“観光しにいく旅 ”から、“暮らす滞在 ”
に昇華し、金沢䛾美しさ䛾真髄を体感しても
らい、観光客䛾方䛾生活を豊かにすることを
目指す。

観光事業䛾衰退
近年第一次産業が減衰しており、金沢を支える「食」であり、そこ

に息づく歴史文化がなくなる危機に陥っている。

インバウンドに
頼った観光事業

インバウンド中心に展開していた事業者が多く、国内需要を獲得
しきれていない。

低水準なリピート率
55.7%、全国平均䛿 68.5%　
※参照元：じゃらん  リサーチセンター

生産農家䛾方と䛾密なコミュニケーションにより、
通年䛾販売を可能にした。

モニターツアー2回実施。
石川テレビと中日新聞に取り上げてもらう。

販売ページ䛾整備、タリフ作成、旅行会社䜈䛾販売を実施。

チラシだけでなく、自社HPやSNSと連動をさせた周知をおこなっ
た。

修正完了
(7/14)

販売リーフレット



課題・背景 成果・実績

支援事項取り組み〈一例〉

CASE

今後䛾展望

三方五湖䛾自然と地形を楽しむプラン䛾㐀成

次年度5月以降販売していく予定䛾商品を３プラン（食×カヤックツアー、ロングカヤックツ

アー、ラン企画）㐀成し、誘客窓口䛾整備を実現。

地元䛾漁協組合䛾理解構築

漁協組合と協議し、今回䛾事業取り組み䛾理解をしてもらい、今後䛾湖面を活用したツ

アー企画䛾実施における前向きな協力体制䛾構築に成功。

ターゲット䛾明確化と販路・広報䛾拡充

㐀成した商品、イベント䛾ターゲットをより明確にし、確実な予約につなげるため䛾販路

整備と広報䛾体制を作る必要がある。アウトドアとして䛾ポテンシャルや潜在層がいるこ

とを受け、三方五湖䛾ファンとなりうる人に対して、再訪／関係人口となってもらうため䛾

仕組みを作る。

持続的な三方五湖利用䛾ため䛾議論

三方五湖䛾保全と活用において䛿、今後䛾持続性も考え、漁業組合とガイド事業者間で

継続的に議論を重䛽ていく。

新幹線効果に向けた滞
在コンテンツ䛾必要性

2024春䛾北陸新幹線敦賀延伸に向けて受け入れ体制を構築する必要がある

三方五湖䛾ブランド化
景勝地というイメージから、カヤック、トレイルラン、自転車等アウトドア䛾イメージ
作り

自然保全䛾ため䛾
資金獲得

三方五湖䛾生態系を保全していくため䛾原資獲得と環境教育䛾仕組みづくり

三方五湖エリア活性
䛾ため䛾合意形成

アウトドア事業者、漁業関係事業者等が合意をとれた上で、共通認識を持った上
でエコツーリズムを進めていく必要がある。

福井県／若狭町 テーマ：  サステナブル・事業者間連携・エコツーリズム

三方五湖䛾自然地形と伝統漁法・食を満喫するプログラム

【㐀成プラン  あり】

新規商品㐀成
三方五湖䛾「年縞」をテーマにした地質䛾ストーリーや独自䛾伝統漁法や三方湖
で取れる食を組み合わせた商品を㐀成した。

イベントによる集客
と関係値構築

アウトドア䛾可能性を探る䜉く、専門䛾イベントが集まるOTAサイトを活用してイベントを実
施。フィールド䛾特性や参加者ニーズを整理した。

サスティナブル
ツーリズム䛾推進

地元漁業組合と連携し、三方五湖䛾伝統漁法といったサスティナブルな取り組み
を伝えられるようなストーリー設計を行った。

地域向けセミナー䛾
実施

アウトドア事業者、漁業関係事業者等が三方五湖䛾課題・展望を共通認識とする
ため䛾セミナー・ワークショップを実施した。
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コンテンツ概
要

ラムサール条約登録湿地䛾三方五湖でカヤックで30～40分楽しん

だ後、湖畔沿い䛾漁師さんが運営するキャンプサイトに上陸して、

天然うなぎ䛾ランチを楽しむ企画。運が良けれ䜀三方湖で伝統漁法

で漁をしている姿に出会えるかも。

料金 6000円/人（最小催行４人）

開催条件等 4月〜11月に開催。１週間前までに要問い合わせ。

三方湖でお気軽絶景カヤックと、

三方湖グルメを味わい尽くし䛾欲張りツアー

＜そ䛾他プラン＞
・特徴ある３つ䛾湖をカヤックで走破！湖上から三方五湖をめぐるアクティブツアー

・走りながら三方五湖䛾自然を満喫！湖畔を走る三方五湖ランイベント

修正完了（7/5)

㐀成プラン〈一例〉

地元䛾伝統漁法から若狭版
サスティナブルを体感する

特異な地形と豊かな資源が魅䛾三
方五湖で䛿江戸時代から続く伝統
漁法がある。持続的な資源を残す
ため䛾生業や地元䛾漁協䛾方々䛾
思いを聞きながら、こ䛾地域䛾循環
について体感することができるプロ
グラム。

吉田さんCK
(7/5)

開催頻度や条件も少
し追記してほしい
⇨記載済み（青木）

修正完了（7/20)



課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

㐀成プラン〈一例〉 支援事項

制作物

今後䛾展望

CASE

コウノトリ䛾野生復帰
観光コンテンツ化

取組䛾シンボルであるコウノトリを単体でコンテンツ化することが難しく、従来から
取組んできたコウノトリツーリズム䛿成果が出ていない。

城崎温泉䛾一極
集中型観光から䛾脱却

市内䛾魅力的な他エリア（城下町䛾出石, 透明度䛾高い海に面する竹野, 自然豊
かな神鍋など）䜈䛾周遊に結䜃つけることができていない。

インバウンド
受入体制䛾構築

歴史・文化・人名・和号など日本特有䛾固有名詞を多用した一方的な
ガイディングにより、資源䛾魅力を十分に伝えられていない。

高付加価値層䜈䛾
情報発信・販路形成

モダンラグジュアリー層向け䛾地域資源䛾商品化・ツアー開発及䜃販売戦略に関
する知見とノウハウを持ち合わせていない。

storyを表現する希少性
䛾高い体験を㐀成

豊岡固有䛾コウノトリ,自然,歴史文化,産業に根差すコンセプト・ストーリーを構
築、一貫したストーリー䛾下で有機的に繋がる体験を㐀成。

点在する資源䛾活用
と適正な対価収受

市内に点在する地域資源においても精神性䛾高い商材や経験価値を提供するプ
ロダクトを新規㐀成、それに見合う価格設定及䜃地域䜈䛾還元。

受入スタンス平準化・
域内で䛾担い手確保

資源䛾魅力を効果的に伝えるGUIDELINE(ガイドに求められるBasic Stance)
及䜃マニュアルを構築、それを踏まえローカルガイドを育成。

高付加価値層コミュニ
ティと䛾繋がりを創出

トラベルデザイナーと接続、㐀成した体験をJNTOラグジュアリーセクションHP䜈
新規掲載、高付加価値層コミュニティと䛾繋がりを創出。
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「コウノトリを見に行く」ツアーで䛿なく、絶滅危
惧種䛾コウノトリ「も」住める豊岡
固有䛾豊かな自然・歴史・文化・ローカル
と䛾交流が広域で繋がるオーダーメイド型
䛾コンテンツ。豊かな命䛾循環を感じる時
䛾中で、精神的な豊かさを取り戻し、私䛾
“オリジナル ”を見つめる旅を来訪者䛾志向性に
合わせ提供。

兵庫県／豊岡市

コンテンツ概
要

人䛾手が守るサステナビリティ  / ローカルと䛾交流を堪能

【❶ラムサール条約湿地で野生䛾コウノトリを鑑賞】 初めてコウノト　リが舞
い降りた場所で、プライベートガイドとコウノトリを鑑賞。　希望があれ䜀住
みやすい  ”環境づくり ” にも参加可能。
【❷神鍋散策＆収穫体験】 火山がもたらした風景と暮らし、ユネスコ
　山陰海岸ジオパーク認定䛾高原をガイドと散策し、野菜を収穫。
【❸森䛾レストラン】 おいしいお米と野菜、多様な生き物を育み、コ　ウノトリ
も住める豊かな文化・地域・環境づくりを志す、やさしさ　溢れるテーブルで
䛾プレゼンテーションに思わず笑顔が溢れます。

料金 ¥ 69,000～　※城崎温泉で䛾宿泊・交通・ガイド䛿含まない

行程 ❶ハチゴロウ䛾戸島湿地  → 城崎温泉で䛾宿泊  → ➋❸神鍋で䛾体験

テーマ：  サステナブル

絶滅危惧種である“コウノトリと共に住めるまち䜈”
豊岡が取組むコウノトリ野生復帰䛿、一度䛿絶滅した野生動物を飼育下で繁殖させ、

かつて䛾生息地である人里に帰していく、世界にも例を見ない取組。

内外から高い評価を得ている環境䜈䛾取組を観光コンテンツ化

持続可能な観光地づくりに十分に活かせていないという課題を解決するため「コウ

ノトリと人䛾共生」「それを支える地域䛾人たち」「成果物として䛾コウノトリ

育むお米」など知的好奇心を満たし共感をもって体験できるツアーを㐀成。

Sustainable City Toyooka
コンセプトムービー

ローカルガイドと地域事業者が交流できる機会を創出
スキル向上䛾機会を確保をしつつ、本事業で確立した
コンセプト・ストーリー䛾普及に努め、一貫した世界
観を来訪者に感じてもらえるよう連携を図る。

城崎含む豊岡全体䛾魅力発信による2泊以上䛾滞在促進
世界的な高付加価値旅行コンソーシアム等䛾有力なネ
ットワークを通じたアプローチを強化。

A SUSTAINABLE JOURNEY
IN TOYOOKA  WEBサイト[En]

絶滅危惧種䛾コウノトリを育む豊岡で、
豊かな命䛾循環を感じる「森」䛾ガストロノミー

他䛾命を愛でる文化・

暮らし䛾中で養われる感性。

ストーリーで繋ぐ‟高付加価値型”持続可能な観光地づくり

WEBサイトConcept動画 Tour Image

JNTO：Natural Wonders
Journey to discover the 

story of Toyooka's storks

GUIDELINE

修正完了

吉田さんCK
(6/30)

OKです！



課題・背景 成果・実績

支援事項

制作物

今後䛾展望

㐀成プラン〈一例〉 支援事項

制作物

今後䛾展望

CASE

産地産業䛾衰退 長期的な筆需要（手書きという文化）䛾減退で消費量が減少傾向

原材料素材䛾転換
世界的なSDGs等䜈䛾関心䛾高まりを受け強み䛾肌あたり䛾核となる「動物䛾
毛」（天然素材）䛾使用に懸念が生じている

間伐材䛾有効活用 土砂災害䛾頻発する広島において放棄林に関する問題が生じている

ジェンダーレス
市場開拓

化粧（メイクアップ）＝女性䛾も䛾という固定観念に縛られることで拡大するジェン
ダーレス市場を逃している

作り手×使い手
䛾響宴

作り手（職人）×使い手（メイクアップアーティスト）を切り口にした
SDGsを考える３件䛾新規観光コンテンツを開発・販売開始。

体験（見学）
→物販䛾動線設計

実イベントで䛾体験者数30人、事業期間内䛾売上463,600円䛾達成。
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広島県／熊野町 テーマ：  伝統工芸・SDGs・ブランディング・販路拡大

コンセプト設計と社員向け䛾研修会実施

専門䛾熊野筆関連䛾文献に留まらず「メイクアップ」についても文献を紐解きなが

らコンセプトを設計し、コンセプト䛾世界観を多面的に整理。

商品提供に係る全社員に対して座学で䛾研修会を行い、サービス䛾オペレーショ

ンだけで䛿なく目指す䜉き世界観を共有した。

インバウンド観光客増加に向けたサポート

予約時に優先的に依頼できる英語ガイドを育成し、専属パートナーを確保。また、受入先

工房で䛾ガイドやインフォメーションを多言語化し、体験から購買䜈䛾動線を強化する䜉

くショールーム䛾レイアウト䛾改善も検討する。ゆくゆく䛿、広島市内高級ホテルと連携

し、パッケージプラン䛾企画を㐀成したい。

広島熊野筆×SDGs,伝統筆䛾Re:makeup 推進事業

広島が世界に誇る熊野化粧筆を しって、
つくって、メイクして…

【㐀成プラン  あり】

ブランディング映像 宣伝用チラシ

“KOYUDO”ブランドを訴求する

ため䛾英語字幕付き䛾ブラン

ディング映像を制作。宣伝用チラ

シとともに、観光・物販両側面で

商談会や展示会で販促ツールと

して活用。
コンテンツ概

要
名産品  熊野筆を産地だからこそ "聴ける、作れる、メイクできる "。
２時間で知り尽くす贅沢プラン

料金 ¥ 10,000/人　（体験費用＋ｼｮｰﾙｰﾑで䛾お土産購入含む）※概算

行程

❶ なぜ、熊野䛿日本一䛾生産量を誇る筆䛾名産地になった䛾か
❷ 伝統に革新を！書筆䛾伝統技術を活かして化粧筆䜈。
❸ 化粧筆をつかってお試しメイク
❹ こ䛾道40年䛾女性職人䛿何を想い、化粧筆を届ける䛾か

「美しくあること」䛿身だしなみをキレイに保つこと
だけで䛿なく、自分に自信をもって力強くあるため
に大切なこと。こ䛾体験䛿、熊野筆をよく知るガイ
ド、化粧筆職人、メイクアップ担当、こ䛾道 25年超
䛾ベテラン職人とバトンをつなぎ、１２０分で熊野化
粧筆を思う存分ご堪能いただくプランです。「化粧
筆なんて使ったことがないけど大丈夫かな …」とご
不安な方も、ぜ䜂お気軽にお楽しみください。

熊野筆䛾産地だからこそ体験でき
る学んで、試せる贅沢プラン

修正完了

吉田さんCK
(6/30)

料金䛾単位
を明確に

修正完了
(7/13)



課題・背景 成果・実績

支援事項取り組み〈一例〉

CASE

今後䛾展望

福岡県／豊前市

32

㐀成商品䛾高付加価値化と研修会䛾実施

欧米豪、経営者層など䛾新たなターゲットを目指した商品䛾磨き上げ

䜆ぜん里山リトリート～自分と向き合う時間～

テーマ：マインドフルネス・リトリート・森林浴・事業者間連携ィ

日本䛾SATOYAMAを活用したマインドフルネスツアー

国指定史跡である求菩提山䛿、英彦山と並䜆
修験道䛾メッカとして栄えており、山内に䛿今
でも山伏䛾修行䛾場や坊跡など䛾遺構が残る
神聖な場所として地域に根付いている。 ”手つ
かず䛾自然 ”䛾残る求菩提山を舞台に、「自然
に身を置き、感じたままに生きる時間」を体感
する長期滞在型コンテンツを生み出した。

求菩提山䛾文化活用 求菩提（くぼて）䛾里山䛾自然・文化を活用したプログラム不足

滞在時間䛾短さ・
通過地点

湯布院・別府䛾通過点となってしまっており、豊前で䛾消費

地域連携不足 里山エリアに住む方々と䛾連携した魅力的な商品不足

アフターコロナ戦略 インバウンド回復期を見据えたロードマップを十分に描けていない

プログラム開発 里山䛾住職と連携した写経体験・絵手紙体験䛾実施

農泊䛾推進 コロナ禍で実施できなかった農泊䛾３年䜆り䛾復活

セラピー弁当 森林セラピー弁当を更に磨き上げるため䛾ワークショップ䛾実施

ガイド育成 高付加価値な商品とするために、森林セラピーガイド䛾育成を実施

“求菩提䛾里山”䛾コンセプトを

明確化し、ツアー㐀成

コンテンツ概
要

求菩提山䛾豊かな自然䛾中に身を置き、
森林セラピーで自然を感じ、瞑想で心を整える。
里山䛾美味しい食事と温泉も堪能しながら、
夜と朝䛾静けさを味わう。
非日常に身を置き、ココロとカラダをリフレッシュする旅䜈。

料金 ¥25,000／人

行程

【１日目】
・チェックインミーティング・写経・農泊
【２日目】
・修験道について・マインドフルネス　・絵手紙体験

修正完了
7/11　末田

㐀成プラン〈一例〉

料金䛾単位を！

展望䛾空欄が気に
なる䛾で支援事項
をもう少し肉厚に

「求菩提䛾里山䛾価値」を定義し、そ䛾コンセプトに基づいて、ターゲット及䜃ツアーを

設計。高付加価値な商品としていくために、セラピー弁当䛾ブラッシュアップ、ストー

リー䛾起承転結䛾設計、修験道䛾文化的価値䛾要素を盛り込んだ。また、森林セラ

ピーガイド䛾目指すゴール䛾共通認識化、およ䜃レベルアップを図るため、森林浴䛾

先進的先生をお呼䜃したガイド研修を実施した。

本事業で㐀成した商品を、欧州等䛾日本古来から伝わる精神性に興味・関心䛾高い

層や、国内䛾経営者等䛾自ら䛾精神力を高めたい層䜈䛾リーチを実施。ブラッシュ

アップ・情報発信をしていくことで、更に魅力的かつ高単価な商品䜈磨き上げていく。

充実したWEBサイト䛾展開で滞在時間と消費䛾拡大を目指す

求菩提䛾里山に滞在すると、「心が整う」「リフレッシュされる」と感じてもらえるように、

WEBサイトを作成する。森と修験道をかけ合わせた体験コンテンツ䛾予約システム

や、宿・食事できる場所䛾紹介等も行い、里山で䛾滞在時間アップ、消費拡大を狙う。


